




















































































































Association,…A Decade of APMAA、2013年11月２日（於名古屋大学）
　③ …Panel…Session,… 2013…Annual…Conference,…Asia-Pacific…Management…Accounting…

























Study…Organization,…Asia-Pacific Management Accounting Journal（APMAJ）、
2013年５月19日提出
　③ …Express…services…market…analysis…based…on…the…Lotka-Volterra…model…-…Serbia…case…
study,…Technological Forecasting & Social Change（Manuscript…Number:…TFSC-
13-356,…Article…Type:…Research…Article）、2014年２月２日提出
⑶学会司会
　① …Panel…Session,…Challenges… for…Management…Accounting:… Issues… in…Theory…and…
Practices の Moderator,… 2013…Annual… Conference,…Asia-Pacific…Management…
Accounting…Association、2013年11月２日、（於名古屋大学）
　② …APMAA…2013…Business…Meeting,…“Enhancing…the…Quality…and…Visibility…of…APMAA…
Annual…Conferences” の Chair、2013年11月１日、（於名古屋大学）
　③…日本会計研究学会2010年度全国大会自由論題報告告の司会、2013年９月５日、（於中
部大学）
　④…日本原価計算研究学会大会全国大会自由論題報告の司会、2013年８月30日、（於専修
大学）
　⑤…日本管理会計学会関西中部部会2013年度第１回大会の統一論題「アジアにおける管
理会計の潮流－2013APMAA名古屋大会を前にして－」のコーディネーター・座長、
2013年６月15日、（於甲南大学）
⑷学会・社会活動
　① …President,…Asia-Pacific…Management…Accounting…Association…（APMAA）
　② …Chief-editor,…Asia-Pacific…Management…Accounting…Journal…（APMAJ）
　③ …Co-Editor,…The…Journal…of…Management…Accounting,…Japan…Supplement…2:…SPECIAL…
20TH…ANNIVERSARY…ISSUE（Published…by…THE…JAPANESE…ASSOCIATION…
OF…MANAGEMENT…ACCOUNTING）
　④ Editor,…APMAA…NEWS
　⑤ …Chair,…2013…Annual…Conference…of…Asia-Pacific…Management…Accounting…Association
（2013.11.1-11.4;…Co-hosted…by…APMAA…Japan…and…APMAA）
　⑥日本管理会計学会常務理事…
　⑦日本原価計算研究学会理事
　⑧日本会計研究学会評議員
　⑨兵庫県立大学大学院会計研究科自己評価委員会外部委員
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教育研究業績報告
1　研究業績
⑴著書・論文など
　…「会計基準をめぐる問題と原則主義の含意」『国際会計研究学会年報』2012年度第１号
（2013年７月刊行）、51-63頁。
2　教育業績
⑴担当科目
　①簿記Ⅰ（個別財務諸表）
　②国際会計基準Ⅰ（概念フレームワーク）
　③国際会計基準Ⅱ（個別基準）
　③国際会計の基礎
　④財務会計演習Ⅰ（個別財務諸表）
⑵教育方法の実践例
　①…「国際会計の基礎」では、重要なテーマについてレビューシートの解答と提出を課し
た。レビューシートでは論述問題を課したため、毎回の講義開始時にレビューシート
を返却し、解答例の提示と解説を行った。また、文章作成上の注意点をあわせて説明
した。
　②…「財務会計演習Ⅰ（個別財務諸表）」では毎回、講義の後に問題演習を行うことに
よって、内容の理解を深めた。
3　他の業績
　①日本簿記学会学会誌編集委員
　②日本簿記学会第29回大会、自由論題報告司会、2013年９月１日（於立教大学）
甲南大学大学院社会科学研究科会計専門職専攻　教授　齊野　純子
教育研究業績報告
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甲南会計研究 №８（2014.3）
1　研究業績
⑴著書・論文など
　・…盛田良久、蟹江　章、長吉眞一編著『スタンダードテキスト監査論　第３版（共著）』
「第７章　実施基準とリスク・アプローチ」211-273頁、中央経済社（2013年）
2　教育業績
⑴担当科目
　①簿記Ⅱ（連結財務諸表）
　②財務諸表Ⅱ（連結財務諸表）
　③会計ソフト実務
　④財務会計演習Ⅲ（特殊会計）
　⑤監査実務演習
　⑥英文財務諸表
　⑦会計専門職基礎演習Ⅰ
⑵教育方法の実践例
　①体験型監査実務教育（実施科目：監査実務演習）
　　概要：…前年度に続いて実地棚卸のシミュレーション教材による立会の演習を実施し
た。当年度は立会後の検出事項のまとめ方と決算への影響を監査調書とする演
習をした。
　②会計ソフト活用による実務演習（実施科目：会計ソフト実務）
　　概要：…会計大学院に設置のパソコンと PCA会計ソフトを使って、問題演習形式で、
会計ソフトの導入から決算書作成及び予算管理までを体験する授業を実施し
た。中期経営計画作成演習も行った。講義型の授業より受講生の学習意欲は高
く教育成果はかなり良かったと考える。
3　他の業績
　⑴株式会社村田製作所　監査役
　⑵猪名川上流広域ごみ処理施設組合　監査委員
　⑶公益財団法人　川西市文化・スポーツ振興財団　監事
甲南大学大学院社会科学研究科会計専門職専攻　教授　中西　倭夫
教育研究業績報告
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教育研究業績報告
1　研究業績
⑴著書・論文
　「組織能力概念への学説的考察」『甲南会計研究』第８号（2014年３月）
⑵学会報告・講演など
　①…経営学史学会第21回全国大会統一論題「経営の発展と経営学」山縣・藤沼・谷口報告
に対する討論者、2103年５月18日（於近畿大学）。
　②…経営学史学会第21回全国大会　経営学史叢書刊行記念特別セッション「経営学史叢書
の意義と課題：第Ⅸ巻『アンソフ』報告担当」2013年５月19日（於近畿大学）。
2　教育業績
⑴担当科目
　①経営学
　②会計専門職実務演習Ⅰ
　③会計専門職基礎演習Ⅱ
　④経営組織
　⑤経営戦略
　⑥経営倫理
　⑦経営管理
　⑧経営学演習（履修者なし）
⑵教育方法
　少しでも受講科目に興味を持ってもらうために双方向授業をめざした。受講者が少人数
だったので、質疑応答中心の授業し易かった。当初は教師が質問し受講者が答える形だっ
たが、後半は受講者が疑問を提示し、教師が答える形で議論が展開することも多かった。
双方向授業という目標はほぼ達成できた。
3　他の教育業績
⑴課外講座
　①「公認会計士論文試験（経営学）直前対策講座」
　　…例年実施しているが、今年度は受講希望者の要望もあり、短期集中2013年６月末から
７月にかけて６回（３・４限）開催し、受講者の合格に寄与した。
　②「経営学への誘い：経営学入門」
　　（10月下旬～ 12月上旬、２月～３月上旬）
甲南大学大学院社会科学研究科会計専門職専攻　教授　庭本　佳和
教育研究業績報告
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甲南会計研究 №８（2014.3）
1　研究業績
⑴学会・研究報告・講演等
　①…甲南会計会専門職部会「税務と会計の調和と乖離」（近畿税理士会認定研修）2013年
６月29日（甲南大学）
　②…ネットワークキャンパス東京公開講座「知ってトクする会計～仕事で使えるおトクな
知恵」2013年７月11日（甲南大学東京オフィス）
　③…商事法務「企業をめぐる会計・税務～取引行為を柱に据えて」2013年９月19日（大阪）
　④伊丹公民館市民講座「使えるおトクなお金と会計の話」2013年11月９日（伊丹市）
　⑤…日本監査役協会講演「企業をめぐる税務～ビジネスリスク・コンプライアンスの視点
から」2013年11月22日（名古屋）
　⑥…日本監査役協会講演「不正会計事例から考察する監査役と監査人の連携」2013年12月
12日（福岡）
　⑦…会計大学院協会「受けてみたい会計の授業：会計学実践講義」2013年12月22日（東北
大学東京オフィス）
2　教育業績
⑴担当科目
　①会計学実践講義基礎Ⅰ（個別財務諸表）
　②会計学実践講義基礎Ⅱ（会計規則・会計基準）
　③会計学実践演習
　④財務会計実務
　⑤財務分析
　⑥管理会計演習Ⅰ（管理会計実務）
　⑦会計専門職演習
　⑧（経営学部　APコース）アカウンティング・プロフェッション応用Ｃ
　⑨（経営学部　APコース）アカウンティング・プロフェッション基礎Ｃ
⑵教育方法の実践例
　①…少人数教育による会計理論の融合をはかるため各科目においてほぼ毎回、受講者に予
習復習の要点を示し、次回の冒頭で確認テストを実施し、結果を添削し、法文・基準
等の理解と適用法、文章力・構成力などを指導した。また個別指導の効果を向上させ
るため、グループディスカッションも採用した。
　②特別講師プログラムの管理
　③入学前プログラムの管理
甲南大学大学院社会科学研究科会計専門職専攻　教授　古田　清和
教育研究業績報告
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　④甲南高校への会計普及講座を実施
　⑤…会計専門職としての就職先が多様化している中、監査法人をはじめ一般企業への就職
支援
3　その他の業績
　①㈱日伝（東証１部）　社外監査役（独立役員）平成25年度
　②豊中商工会議所　商工調停士（平成25年度）簿記検定委員（平成25年度）
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甲南会計研究 №８（2014.3）
1　研究業績
⑴雑誌
　①…「利失表を用いた決定理論に関する一考察」『甲南会計研究』第８巻（2014年３月）…
87－100頁。
⑵学会報告
　①…日本経営システム学会第50回全国研究発表大会「利失表を用いた決定理論における選
択基準の比較」2013年６月１日（於東洋大学）。
　②…日本知能情報ファジィ学会第29回ファジィシステムシンポジウム「利失表を用いた決
定理論の選択基準に関する考察」2013年９月９日（於大阪国際大学）。
　③…日本法科学技術学会第19回学術集会「画像識別に適した低解像度画像の表現法」2013
年11月14日（於フロラシオン青山）。
　④…日本法科学技術学会第19回学術集会「Haar-like 特徴を用いた低解像度ナンバープ
レート平仮名の識別」2013年11月14日（於フロラシオン青山）。
2　教育業績
⑴担当科目
　①経営情報システム
　②システム監査
　③情報システムの分析と設計
　④データベースマネジメント
　⑤情報セキュリティ
　⑥統計学Ⅰ（基礎）
　⑦統計学Ⅱ（応用）
　⑧統計学演習
　⑨会計専門職実務演習Ⅰ
　⑩会計専門職実務演習Ⅱ
⑵教育方法の実践例
　①…全担当科目とも講義資料をWeb 上で公開し、学生が予習、復習に活用できるように
している。また講義の際には、教員、学生ともパソコンを利用し、上述の資料に加え
て、インターネット上の関連する資料およびフリーウェアも利用している。さらに統
計学Ⅰ、統計学Ⅱ、統計学演習に関しては PDF形式の教科書を作成し、学生がWeb
からダウンロードして利用できるようにしている。
甲南大学大学院社会科学研究科会計専門職専攻　教授　𠮷川　歩
教育研究業績報告
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3　他の業績
⑴学会等における貢献
　①バイオメディカル・ファジィ・システム学会　評議員
　②日本感性工学会　評議員
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甲南会計研究 №８（2014.3）
1　研究業績
　特になし
2　教育業績
⑴担当科目
　①企業法の基礎
　②会社法Ⅰ
　③会社法Ⅱ
　④企業法（商法総則・商行為法・金商法）
　⑤企業法演習
　⑥会社法演習
　⑦会計専門職基礎演習Ⅱ
　⑧会計専門職発展演習Ⅰ
　⑨会計専門職発展演習Ⅱ
⑵教育方法の実践例
　講義科目においては最新の判例・実務の動向を交えながら解説を行い、演習科目におい
ては具体的ケースを用いた検討も一部に導入している。
3　その他の業績
　特になし
甲南大学大学院社会科学研究科会計専門職専攻　准教授　前田　修志
教育研究業績報告
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1　研究業績
　特記事項なし
2　教育業績
⑴担当科目
　①職業倫理
　②国際監査実務
⑵教育方法の実践例
　①職業倫理：
　・…講義形式の授業に加えて、ケースを多用し、業務上自分の身に起こったらとの想定で
職業専門家としての判断・行動はどうあるべきかを自分の頭で考え、ディスカッショ
ン・プレゼンテーションを行う機会を提供するとともに、学生の討議への積極的な参
加を促した。
　・…講義のテキストは、パワーポイントを使用し、学生が後日復習できるように、かなり
詳細なものを作成した。テキストの内容は毎期見直し、改善を図った。また、テキス
トを毎回事前に配付することによって予習ができるよう配慮した。
　・…授業中は、学生が手許のテキストを確認しながら講義を聞くことができるように、テ
キストの内容を同時にプロジェクターでスクリーンに投射した。
　②国際監査実務：
　・…監査現場でどのように仕事が進められるかを中心に、オリジナル教科書にもとづいて
解説した。授業で配付する教科書の作成にあたり、国際監査基準をベースとしながら
も、監査現場での実務について学生が比較的容易に理解できるよう、ケースを組込み
適宜解説を行った。テキストの内容は、前年度の受講生の理解度や反応をみて、毎年
見直し改善を図っている。また、テキストを毎回事前に配付することによって予習が
できるよう配慮した。
　・…15回の授業中の１回を大手監査法人（国際監査事務所）訪問とし、国際監査を現に実
施しているパートナ （ー監査業務責任者）など公認会計士から時宜に即した話を聞き、
質疑応答や法人事務所の見学等をすることによって、学生が国際監査業務をより身近
に感じられる機会を提供した。
　③担当科目共通
　・…授業中は、教壇に立つだけでなく、学生の近くに立ちあるいは座って、顔を見ながら
講義するようにしている。
　・…授業中は、学生に質問を投げかけ理解の程度を確認するとともに、学生にも質問を促
甲南大学大学院社会科学研究科会計専門職専攻　教授　伊藤　一博
教育研究業績報告
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し、双方向の授業を目指している。
　・…毎回授業終了時に、その日の授業の内容に即した課題を出し、復習を兼ねてレポート
の提出を求めている。レポートを評価し返却する際に解答例（一種の模範解答）を一
緒に交付し、学生が自分のレポートと比較検討できるようにしている。
3　その他の業績
　①公認会計士・税理士としての活動
　②地方独立行政法人の監事としての活動
　③東証１部上場会社の社外監査役としての活動
　④一般財団法人の委員会委員としての活動
　を行った
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教育研究業績報告
1　研究業績
⑴雑誌
　・…「平成24年分　確定申告実務の留意点【第１回】～【第５回】」『Profession…Journal』
１号～５号（2013年１月、２月）。
　・…「〈平成25年分〉おさえておきたい年末調整のポイント【第１回】～【第５回】」
『Profession…Journal』41号～45号（2013年10月、11月）。
2　教育業績
⑴担当科目
　①簿記入門
　②財務会計演習Ⅱ（連結財務諸表）
　③所得税法
⑵教育方法の実践例
　①講義３～５回毎に小テストを実施し、講義内容の理解度を確認している。
　②…講義毎に演習問題を含めたレジュメを作成し、学生の講義に対する理解を高め、論点
の整理が出来るよう工夫している。
　③…学習の進度が遅れている学生には、別途時間を設けて質問に対応し、受講する学生全
体の進度が一致するよう心がけている。
　④…講義内容と実務とを結びつけるため事例を引用し、学生の興味を高めるとともに、実
践的な感覚を養うことができるよう工夫している。
3　他の業績
⑴経営実務に関する業績
　① SMBCコンサルティング、公益社団法人大阪府工業協会等のセミナー講師
　②銀行業務検定試験受験対策セミナー講師（税務、財務）
　③社外監査役への就任
⑵学会等および社会における活動
　①大阪市交通局自動車事業管理委託評価委員会委員… 2010年４月～現在
　②大阪府都市公園指定管理者評価委員会委員… 2012年２月～現在
　③国立大学法人評価委員会専門委員… 2012年６月～現在
　④大阪府上方演芸資料館指定管理者評価委員会委員… 2013年４月～現在
　⑤堺市地方独立行政法人堺市立病院機構評価委員会委員… 2013年６月～現在
甲南大学大学院社会科学研究科会計専門職専攻　教授　篠藤　敦子
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甲南会計研究 №８（2014.3）
1　研究業績
⑴著書・論文など
　①『新版　最新法人税法』中央経済社（2013年）
　②『法人の修正申告実務』清文社（2013年）
　③『法人税申告書作成ゼミナール（平成25年版）』清文社（2013年）
　④『法人税申告書別表４・５ゼミナール（平成25年版）』清文社（2013年）
　⑤『法人税申告の実務（平成25年版）』清文社（2013年）
　⑥『やさしい法人税』（平成25年版）税務経理協会（2013年）
　⑦「非上場株式の売買交渉」
　　『税務Q&A』2013年２月号　32-35頁　税務研究会
　⑧「現物分配における減損損失の認容」
　　『税務Q&A』2013年12月号　35-39頁　税務研究会
　⑨「税務・会計キーワード」（連載）
　　『納税月報』2013年１月号～12月号　納税協会連合会
2　教育業績
⑴担当科目
　①租税法入門
　②法人税法Ⅰ（法人税法の基礎）
　③法人税法Ⅱ（法人税法事例研究）
⑵教育方法の実践例
　少人数教育で、申告書作成演習等を通じて、受講生一人ひとりに理解が行きわたるよう
指導した。また、税制改正等に関する新聞記事を随時配布し、最新の税情報の解説を行っ
た。
3　他の業績
　①一般社団法人京都府教職員互助組合の外部監事
　②納税協会連合会セミナーの講師
　③公認会計士協会修了考査出題委員（租税法）
　④神戸大学経営学研究科のアドバイザリーボード委員
… 以上
甲南大学大学院社会科学研究科会計専門職専攻　教授　鈴木　基史
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教育研究業績報告
1　研究業績
⑴著書・論文
　①「代物弁済とみなし配当をめぐる税務問題（上）、（中）、（下）」
　　『税理』第56巻14号、同15号、第57巻１号
　②「自己株式の低額処分と課税（上）、（下）」『税経通信』第69巻１号、同２号
2　教育業績
⑴担当科目
　①租税法の基礎
　②租税法演習
　③消費税法
⑵教育方法の実践例
　①租税法序説－…ⓐ公共サービスのための資金調達、ⓑ憲法と租税、ⓒ租税法律関係
　　　　　　　　ⓓ隣接科学との関係　など裁判例を素材にしゼミナール方式で議論
　②裁判例の分析－…所得税法、法人税法、関連の判決を分析し個別租税法がどのように解
釈され適用されているか、生きた租税法を学ぶ。
3　他の業績
　①…公益財団法人、日本税務研究センター編集『最新租税基本判例60』編集小委員に就
任。
　②租税研究グループ　知水会－毎月１回
　③税法判例研究会－毎月１回
　④租税法学会出席
　⑤租税訴訟学会出席
　⑥税務会計研究学会出席
… （2014.…1.…31）
甲南大学大学院社会科学研究科会計専門職専攻　教授　垂井　英夫
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甲南会計研究 №８（2014.3）
1　研究業績
⑴著書・論文など
　會計（森山書店）『経営者による会計上の見積りと財務情報の有用性』2013年４月
2　教育業績
⑴担当科目
　①会計学実践講義基礎Ⅰ（個別財務諸表）
　②会計学実践講義基礎Ⅱ（会計規則・会計基準）
　③会計学実践講義応用Ⅰ（コーポレート・ファイナンスの理論）
　④会計学実践講義応用Ⅱ（コーポレート・ファイナンスの実務）
　⑤ＡＰアカウンティング・プロフェッション基礎ｄ
　⑥簿記入門
⑵教育方法の実践例
　①会計理論と実務上の問題点の融合（実施科目：会計学実践講義基礎Ⅰ、Ⅱ）
　　概要：…実務で行われている実践的な会計業務と会計理論の融合を図り、毎回ミニテス
トを実施し、重要なテーマを確認した。
　②ファイナンスに関する知識の取得とその利用（実施科目：会計学実践講義応用Ⅰ、Ⅱ）
　　概要：…企業価値評価を理解するための理論とその実践について、必要な知識の取得と
実務での利用を確認した。
3　他の業績
⑴社外取締役就任
　三笠産業株式会社
⑵社外監査役就任
　株式会社ヴィンクス
　コタ株式会社
⑶学校法人監事就任
　学校法人奈良学園
　上記の実務経験を大学院教育に還元することも自身の教育目標と考えていることから、
自己点検評価に記載した。
… 以　上
甲南大学大学院社会科学研究科会計専門職専攻　教授　村田　智之
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